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芙文學界簸鍾の覇究 （荒木俊馬編）
◎太陽コロナの理論
　太陽コロナの問題は，現今の天罷物現學に於て最も大きな問題であって其の
物理學替歌態は今日末だ決定して居ない○毎年日蝕観測の主なる問題は此のコ
ロナの問題ε言ってもよい。近頃Dorpat（Estonia）のW．　Andersonはコロ
ナに關する理論に解して長い研究を登表して居るが，コロナが如何なる性質な
るかを知るに甚だ便利であるから以下概要を紹介しやう。（Zeitschrift　far　Physik
Bd　33　（ig25）　pp　273－30i，　Bd，　34　（i925）　PP　453－473）
　著者は前に太陽のコロナは決して三隅或は押倒の粒子から出來て居る事は不
可能で瓦斯艦でなければならないε言ふ事を解明した（同雑誌Bd　28（lg24）
299－324）。勿論此0）法則は太陽の表面から蝕り遽からぬ距離例へば木陽の牟径
よりも近い距離に就いて謹明せられfeのであるが，然し遠い距離に満てもやは
りコロナは瓦斯盟であるらしい。師ち太陽の近く帥ち太陽の牛準位の距離以内
εその外側xSで，コロナの物理學的の歌態が蓮って居るε考へる何等の理由も
ないからである。
　太陽の表面に於ては一般に輕い瓦斯は重い瓦斯よりも高い層に於て見られる
勿論此の事には例外は無いではないが，然し大腿εして全罷から見ればそうで
ある。電子瓦斯（E】ektronengas）（よ他の如何なる瓦斯よりも憎いが故に，太陽
零園氣の最も外側の零下コロナは主εして此の電子瓦斯から出軍て居るであら
う。此の考へは所謂電子瓦斯論ε呼ばれるものでSchwarzschildの考へでは，
非常に面白い論であり，色々なコロナの現象，例へばコロナの偏白色光や其の
苧績スペク1・ルなさを良く説明する事が禺來るけれ3も次のやうな鋏父上があ
る。満ちSchwarzschildの考へでは，観測が與えるやうなコロナ0）光度を得る
爲には，太陽上空に一町方糎毎に101s飼の電子が存在せねばならない事になり，
その有する負の電氣量は莫大なもので，從って此れε相消合ふだけの太陽に在
る陽電氣εで作る電場の強さを計算して見るε，コロナは到底あんな大きな廣
がりを有する事は出來ない事になるのである。
　勿論此のSchwarzschildの謹明は，其の謹明の前提ごして入って來るCoulomb
の定律が非常に大きな距離に於て安當性を有するか否か，叉Dielektrikの常敷
の李均値があまり大きなものではないこ言ふ事を吟味した上でなければ嚴密な
謹明であるか否かを速断する事は出來ないけれさ兎に角電子瓦斯詮の非常に重
大な難黙を指冠するものxS言へる。けれさも今日行はれて居る他のコロナの説
にも同じやうな大きな鋏鮎があるのである。
　以下コロナに關する諸読を吟味するのであるが，先づ著者は其の議論に必要
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な常撒を研究して居るが其のうち重要なものをあびれば，
　　　太陽の質量……・…・一…M＝1．99×玉033瓦
　　　太陽光球の孚径・・…・……ro＝6．9507952×1010糎
　　　太陽常敷……・・一・…・…　　1．9395カロリー毎分毎李方糎
　　　太陽の有敷温度・……一・To　＝・　5737　pass温度。
倫ほコロナに歯しては次の二つの結論を得て居る。
　（1）太陽面からの距離が太陽の山径以内にあるコロ．塑各部塑葡P土自2
灌謝立る墜■2些二を鬼縛震要茎，木陽面の垂至方糎か餌飼吐§．互遍・ルギ縛
は侮秒5．×10iエルグ以上でなくては塗らぬg
　（2）コロナのある近所で太陽の重力の一分以上が輻射厘iによって出血されて
居るεすれば，光球表面から太陽孚径位までの壷焼にあるコロナの質量は1015
瓦よりも少くなければならぬ。
　　光の分散の設（ws：　pothese　dier　diffus．a．us　Liehtdenyerstreung）
　Fabryの説に依れば，コロナの黒血スペクトルは，太陽光球から出ナこ光がコ
ロナの瓦斯によって分散（d｛ffuse　Zerstreuung）される駕であるNS言ふ。從って
室のスペクトルが連心的である事を読：明しナこ有名なRayleigh卿の理論tr同じ
理である。然しながら室の光を分光器で計測するミFraunhofer線は非常に細
くはっきりε出て居る。然るにコロナの場合はそうでない○コロナの厳く外側
の部分ではフラウンホーフエル線は有るには有るが弱いし，内部に行くに從っ
て次第に潰え内部コロナに在っては白熱せる物罷の出す色ミ同じやうな連油光
を出すのである。
　叉：Fabryの説に饗する春郊はPringsheim及Mitchellに．依って指摘された
即ち若しコロナの光が瓦斯分子による分散に基因するものであるならば，丁度
室の場合ε同じ様に青い光を出さねばならぬのであるが，實際は白い色を出す。
これに愉してFabryは，それはコロナの光が非常に弱いが爲めに其の色を認
める事が出來ない爲めだこ言って居るが，然しコロナの光は實際色を認める事
が出來ない程微弱なものではないのであるQ1605年八月三十日の日食の場合に
於けるBeckerの観漫雪に依れば，コロナの光は太陽表面から3’54’t離れナこ場所
で満月の扇合の月面Grimaldi地方の表面光度に等しい。故に決してその色を
認むる事が宿禰ないやうに弱い光ではない。
　FabryはコロナのスペクトルにFエaunhofer線が濡えて居るε言ふ事を説明
するのに，それはコロナ瓦斯の分子の融融が非常に急速な爲めにDopplerの
敷果によって線が鑛がって仕舞ふのだε説明し，その爲めには水素よりも幾分
輕い瓦斯であれば3000度位の温度で充分だε言って居る。然し此の議論も著者
の考へでは成立しない檬に思はれる。スペクトル線はコロナ瓦欺に依って籏げ
られないまでも既に光球から痴る光が色圏や反云云を通過する時そこにある水
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素瓦斯に吸牧される際に籏けられて居るのである。而もこの場所に於ける水素
の温度は50GO度もあらづミ考へられるしその分子の速度は勿論大であらう。故
にコロナを通る場合に再び置けられたにしてもその廣さが更に二倍ミはなるま
いε考へられる。二倍ひろ1♪られた位では決してFraunhofer線は見えないや
うにはならない。のみならす水素よりも幾分輕い瓦斯の存在は今日の科學の見
地から見て到底許されない事である。帥元素の週期率に於て，かNる元素の地
位はないのである。
　其他前に言ったやうにコロナでは，重力の孚虚位輻射座ミ釣合って居るミす
るならば，コロナの出す光の大部分は光の分散に依って読明する事が出国ない
のである。郎ちFabryの計算によれば曹通の條件にある塞外の16立方米の球
を太陽から地球の距離だけ離れナこ所に置きこれを直角の方向から見るミ，太陽
からの光を分散する事によって，この塞氣の球は一燭光の光を放つ。この計算
の結果を用ひ．コロナが室氣から出來て居るεし，前に得ナこコvナの質量1015瓦
を用ひて計算するミコロナの光は全罷で地球から見て1。1497×10｝7燭光米に
しかならない。然るに1922年九月二二十一［iの皆既日食の場合のBljggによる観
測によれば，地球の大氣の影響を補正してO．6正燭光米であっナこ。部ち，Fabry
の理論による計算値の五百萬倍の光である。而も前述日食の場のコロナの光は
決して特に強かったε言ふわけではない。上の計算では假りにコロナが塞氣か
ら成るものεしナこが，コロナが水素分子から成る瓦斯ミしても叉水素原子から
なる瓦斯ε・してもその値は幾分攣るが，やはり室氣の場合ε同じ程度のもの
で，實際の光は理論の何十萬倍ミ言ふ程度になり，從ってフアブリの理論では
コロナの光を論明する事は出來ないやうである。
　　　螢光輻射の読（1｛S・pstheseαer　Xs　guorefi　zenzst’rahluxxg）
　E．Wicdemann及G．　C．　Schmidtは強烈な光でナトリウムやカルシウムの
蒸氣を照すε螢光を聾する事を嚢遅し，コロナの光はこれε同じ理によって説
明されるものε信じナこ。一般に螢光のスペクトルは連綾スペクトルミ帯スペク
トル及線スペクトルからなるが，色々な金属の蒸氣の襲する螢光では欝スペク
トルは枳かさなって硬質スペクトルξ結び付いて仕舞ふ。この理でコnナの獲
する蓮綾スペク1・　］レ及線スペクトルが説明せられるΣ考ヘナこ。
　叉R．W．　Woodは螢光スペクトルに零して多くの研究を獲表して居るが，
螢光の一部分は偏光して居るε言ふ事を獲愛した。而もコロナの光も又一部分・
偏光してみるのである。かくしてWoodはコロナの光は色々な金屡醸氣が潤
する螢光であり，コロナのスペクトルに現れて居るコロニウム線及其他の輝線
は何が既知元素の螢光線ε見る事が出來るミ考ヘナこ。のみならす］Lockyerの
観測は此の説に都合がよい。帥ちLockyerの1882の襯測では，コvナの連綾
スペクトルは極大極少があり，一見格子縞に見え丁度帯スペクトルの齪がある
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ミ言って居るが，Woodはこれこそ，てっきり金屠蒸螢光スペクFル特有のも
のだご注意して居る。其後19i4年八月二十一日の皆紅口盒の場合にA．　L．　Cortie
師は五つの僻を確めナこミ言って居るけれさも，薯者の考へではさうも眞物の帯
ではないらしい。W。　W．　Campbell及T．　H．　Mooreの考へでは，コロナの線
は少くεも二囲見られなくては確かだεは言へないε君って居るし，實際これ
等の研究者が1893年から1918年までのすべての観測から出した総ての線からし
らべて見るざ，Cort｛eの五つの帯は實際眞の欝εは考へられないやうである。
叉1914年八月21　Hの分煙の場合，瑞典でなしナこJ．Bosler及H．　G．　Blockの観
測の結果は，連曲スペクbルの有様は螢光説に都合がよくない。拐て，コロナの
スペクトルの中に存在し得るか否かを理論的に研究して見る。一般に線スペク
トルは原子から出で，帯スペクトルは分子から出るε言ふ事は今日の定説であ
る。故に若しコロナのスペクトルに欝スペクトルが出るならば郎ちコロナの瓦
斯の可成の部分は分子から成り立って居なければならないε雷ふ事になるD然
るにM．N。　Sahaの理論を古用するざ，水素に就ては，3000度の温度で1氣歴の
場合には46％が原子にわかれて居り，O．1氣塵の場合には85％0．Ol氣歴の場合に
は98．5％が原子にわかれて居る筈である。其の他の元素に就ても同様な理論で
之を論ずる事が出潤る。然るにH．N．　Russell及」．　Q　Stewartの研究に依れ
ば色圏の底に於て其の駆力は10可群群Q故にコロナに於ては更に小さくなくて
はならない。St．∫ohn及H．　D．　B，zbcoclcの研究によれば光球から14000粁の
距離，部ちコロナの底あナこりに於ける国力は10『13氣歴の程度である。從って
コロナに潤てはほミんさすべての瓦斯が原子にわかれてしまって居るS考へて
よい。著者は此の事に発して詳しい計算をほさこして居るが，結局，コロナの
理論ミしては，螢光説：は都合の悪い所が多いのである。
　　　微粒子放射読（XXypothese　des　Bitmbardettnen”t’s　der
　　　Xorana　d賜曲Kompuskul・　arstrahlen　ra磁。ae伽en
　　　urr．wprungs）　：
　R．Emdenはコロナの光は太陽から放射される㏄粒：子或はβ粒子に基くもの
かも知れないε考ヘナこ。叉Deslandresも放射能物質からの聖子輻射は太陽雰
圏氣の光に少くεも一部分あづかって居るε考へた。けれεも色々な實験的の
結果から見て，太陽表面の放射能が地殻の場合よりも大であるεは考へられな
い。然し或る學者ナこちが考へて居るやうに，太陽の表面に於ては，吾々が末だ
知らない敏射過程が行はれて居るかも知れないし，又太陽の内部から非常に大
きな貫通能力をもつて太陽表面外まで走り出る微粒子があるかも知れない。か
くの如き微粒子の放射が，コロナの光に少くεも一部分，その原因εなる事は
あり得ないだらうか。
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　太陽から出る輻射工n・ルギーの総量は毎秒約3．8×10a3エルグである。これ
だけのエネルギー一をおぎなう爲めに太陽の内部には維へすエネルギーが何等か
の源泉によって嚢生せねばならぬ。故に太陽の内部に於て毎秒襲生せられるエ
ネルギーは賢位質量に就いては，3．8×1033÷M＝＝1．9エルグ秒である○所で
太陽の内部に於て放射能物質が微粒子を放射するならば，其の微粒子の蓮動の
エネルギーが物質に吸血せられて熱εなるわけである。太陽内部に於けるエネ
ルギーの源泉が皆かくの如きものからなるεするならば，太陽の物質の輩位質
量は毎秒1．9つN吸改するはすである。勿論エネルギーの二二は太陽内の到る所
均一ではない。中心部に近きほさ大きいから，申心部では1．9エルグよりも大で
あり，外側では1．9よりも小なる事は言ふまでもない。拐て，太陽雫径だけの距
離以内のコロナの質量は1015グラムよりも小さい。故にコロナの質量が毎秒太
陽からの微粒子によって吸牧する熱：量は1．9×1　e1「｝エノLグよりも少さい。然る
に實際は，前に計算しtcやうに，太陽表面の輩下面積からコロナが受け取るエ
ネルギーは5．1伊エルグ以上であるから，コvナが太陽から受取るエルルギーの
全量は，上のの数字に太陽の面積を乗じて毎秒3×1027エルグである。部ち
微粒子によって受けミるエホルギーの1．5×1012倍も大きいのである。此の鋏
黒占をのがれる爲めに例へば武烈な放射現象が主ミして太陽の表面近くに起るxS
するならば，太陽表面に於ける放射’能は，鼠子なうヂウムの三萬倍にもならな
くてはならぬし，叉放射物質が百分の一含まれて居るεするならばラヂウムの
三百萬倍の放射能を有せねばならぬ勘定になるので，太陽表面に於ける物質，
而も瓦斯艦にかNる性質をもナこせるε言ふ事は全く不可能である。此の設の難
黒占は藪に存在する。
　　　　　光電子読（Photoeleetrisehe　Hypothese）：一
　Mitchellの考へに依れば，コロナの現象は光電敷果をあらわすものである。
太陽光球に於ける6000度の高温及非常に低い厘iカは電子の放射に都合好からし
める。更に太陽の表面には一般的に磁氣の場が存在するから，此の事もあづか
って力があるものである。高温度に於ける三三線は一般に非常に波長の短かな
もので，X線に類似したもの：三考へられる。（勿論6000度位の温度に於て果して
然るかは疑問であるが）。此の短波長の輻射に依る光電敷果に依って，太陽から
は多量の電子が飛び出すに違ひない。そして此の電子がコロナ瓦斯にぶつつか
って，光を獲する事によってコロナの光を設明しやうε言ふのである。而も太
陽黒黙の近所では磁氣の場は最：も二二であるから，その附近で飛び出す電子の
エネルギーは最も大きい。勿論Mitchelの考へでは，かくの如き電子の砲撃
にようコロナの獲光は，コロナの光の極く少部分であって，大部分は太陽の光
がコロナの原子によって分散される事及太陽からの光によってコロナ原子を電
離しその爲めの光を出す事によるものミ考へたのであるが，然し此の両者は前
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に蓮べた光の分散設ミ異なる所がないから，今藪では光電敷果に依るコロナの
光に就いて考へて見やう。
　輻射の法則其他の法則を準用して波長が0から0．05λ’（藪にX’は輻射エネル
ギー極大の波長）までの輻射エネルギーの全輻射エネルーに封ずる比ωを計算
して著者は，これがし2×10『37よりも少なくてはならぬ事を緒論しナこ。
　然るに前に蓮ベナこやうに太陽からの輻射エネルギーは毎秒李方糎毎に7．5×
lO’Oエルグである。然るに叉光球に於ける温度を6000度εするならばO．05＞．’　．．
240A（Aはオンダストv一ム軍位）故にλ＝0からλ＝240Aまで含まれる
エネルギーは毎秒李方戸毎に9×10『27エルグであろ。然るにコロナは自分自身
が出す光のエネルギーをつぐなふ潤めに毎秒太陽の軍帽表面から5×10｛エル
グだけのエネルギーを受けねばならないから，到底λ＝0からλ・＝240Aま
での波長の．閏に含まれて居るエネルギーで説明する事は出來ぬ師ち光電子説で
は説明贋判ぬ事になる。著者は其他吸牧に就いて詳しい考察をしてみるが，結
局光電敷果はコロナの場合には殆んさ言ふに足らない位の敷果ほかもナこらす事
が出來ない。故に光電効果によってコロナの光を詮明しやうミするものは不可
能である。
　　　　電磁無言見　（Eleetromagneti’sche　Hypet，hese）：一
　E．Ebertは金属球に電氣振動を起さ．しめて，其の金鍔球をしてヘルツ波を生
するに到らしめた。若し此の金属球が稀薄な瓦斯罷の中に在るならば此の金屡
球が光で包まれ，而も其のスペクトルはコロナのスペクトルに似て居るミ言ふ
事を単券した。此の瓦斯が水素である野合には，かくして生する人工的コロ
ナのスペクトルは連綾的であるQ此の實験的見地からEbertはコロナの光は
Hertz幅射に依って起るものであり，そのHertz輻射は太陽を構成する物質の
電氣振動に依りて起るNS信じた。吾人は前に，コロナは太陽の軍位表面から中
隊5×104エルグのネルギーを受ける事を述べた。從って光球全艦からは毎秒
3×ユ027エルグのエネルギ「を受け取る。故にEbertが考へた電磁必読に依れ
ば此のエネルギーがコロナのヘルツ輻射のエネルギーになるわけで，從って此
の際の強烈なる電氣振動ε莫大なる電位の差εは太陽から生ぜねばならぬ事に
なる。　・Ebertの考へに依れば，太陽の電氣振動は一回約6．5秒綾く計算にな
る。此の時間の間に光球は3×102了×6．5　・＝1，95×1028エルグ以上のHertz輻
射を謙り出さねばならぬ事になるが，太陽に驚くべき電位の差例へば3億ボルド
を與へんミ思へばそれに要する仕事は3．5×1022エルグにしかならないからPt
回の電：氣振動の間にヘルツ波εして太陽から出るエネルギ・一の約557000倍も
少さく出て謝るのである。
然らば，如何にして太陽の強烈に電離しナこ瓦斯艦がかくの如き電位の差を生す
・る事が出悟るのであらうか。それを説明する重めには，何か吾々に知れない力
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があって週期的に電位の差を引き起したり消したりして，正及員の電氣を振動
の度毎に中和せしめるε考へねばならぬが，然しさうしてかくの如き力が太陽
に存：在し得るか。電磁鏡も勝率なる難貼をまぬがれるこEは出來ない。
　1923年九月十日号日食及コロナの牲質に陣するLudendorffの
意見：一これまでコロナのスペクF　，］レの強度最大部は光球のスペクトルの場合
よりも幾分赤の方にすれて居るε考へられて居ナご。然るにH．：Ludendorffは
1923年九月十日の皆既日食に於て嚴密な研究をした結果，コロナのスペクbル
の強度最大部は光球のスペクトルの強度最大部ε一致し，爾ほコロナのスペク
トルの強度曲線は，検査した波長の範園に於ては，光球0）スペクトルε一致す
る事を二見しナこ。　Ludendorffは此の観測から結論して，コuナは輝：いて居る
微粒子から成立って居る事は到底不可能であるミした。何εなれば若しそうで
あるならばコロナの微粒子の温度は光球のよりも低いは明らかであるから，コ
ロナのスペクトルの強度最大部は幾分赤の方にすれて居ねばならぬからであ
る。著者によれば此の事實は，同様にして，、電磁氣詮や微粒子によるコロナ砲
撃読にも都合が悪い。
　Ludendorffの考へに依れば，コロナ瓦斯は遊離して居る電子から成って居る
もので，此の電子が，光球からの光を其の姓質を憂ホる事なしに分散するミ考
へた。所ですつεこの論文の始めにのべit　Schwarzschildの批Va　2Pちその遊離電
子による電場が飛んでもなく1巨大にならねばならぬミ言ふ難貼をさける罷めに
は，蓮離電子の他に陽電氣を有する原子の残りが存在して居ればよいミしずこ。
然し，かくの如き電子瓦斯説に封ずる一つの上鮎は，コロナのスペクトルに於
けるフラウンホーフエル線の性質から起るが，Ludendorffは此れに干して次の
様な意見を有して居る。コロナの内部に於いてブラウン＊　一一フエノし線が見えな
いのは，遊離電子0）活躍ナこる蓮動によるドツプレル三二によるもので，太陽表
面から遠ざかるに從って，其の温度の下降に依り電子三二は弱くなり漸次フラ
ウンネーフエル線が見えて來る。然しこれは飴程太陽表面から離れて來ねばそ
うでなく，割合高い高さ迄雪線は可なりの廣がりをもって見えねばならぬ。然
しLudendorffは，フラウンホープエル線があらわれて居る所では，その廣さ
があまりかわらないし，光球の場合よりもせまいε云ふ事を登生して居る。著
者の考へに依れば，此のフラウンホーフエル線の廣さミ言ふのは貫の廣がりで
はない。實際スペクlsルの吸牧野が黒い線εして見える爲めには或強さ以上の
黒さを要するわり’であるから中心部だけを見て居るのである。故にむしろせま
くなって見える。尚コロナは室間的のひろがりを有して居るのでコロナの或る
部分を分光器で見る時には，吾人は色々の高さのブラウンrk　一フエル線を見る
わけで，從って該線の廣さは非常な複雑條件に依るものである。
　コロナ物質の有効分子量：一tgて，電子瓦斯の中に於て二つの電子が衝
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突する紫合には，そこに輻射が起るが，それは電子の蓮動エネルギーの一部分
が輻射エネルギーに思する爲めである。此れを電子瓦斯の温度輻射ε名づけて
置く。所で電子瓦斯厘力が小さければ小さいほさ，電子の衝突は少くなるわけ
で，從って温度輻射は小さくなる。故に眞の吸牧は塵力が減少するに從って減
少するわけである。然るに電子．によって分散される光の量は電子のi歎其物に比
例し，電子の衝突の撒に比例するものではない。故に電子瓦斯の質量吸牧係数
は厘力の降下に從って減少するに反して，質量分散係鰍は不攣である。
　太陽零園氣のすつε深い所に在る暦では，恐らく輻射李衡が成立して居るで
あらうが，コロナに在っては，歴力が非常に小さく，從って質量吸牧係藪及温度
輻射が非常に小さいから，輻射による熱の損失及所得はコロナに在ってはあま
り大役をなさぬものε考へねばならない。又熱傳導によるものでも勿論ない。
故にコロナに於ては断熱的攣化が起って居るにちがいない。1父他：方から考へて
も，コロナの物質は全く不動に在るεは考へられぬし，そこには多少の封流が
行はれて居るにちがいない。かくの如き歌態にあるが故にコロナは封流罪衡に
在り，從って噺熱的に構成せられて居るミ結論せざるを得ない。
　此の見地から著者はコロナ物質の有敷分子量を計算して居るが，コロナ物質
の亭号分子量は1／1700．7よりも小であり，1／1873．1よりも大でなくてはならぬ
ε言ふ結論に到達しナこ○故に水Pt　Eか其他普通の物質からコロナが出來て居る
Sするならば，断熱李衡が行はれて居ないE言ふ事になり，もし蜥熱李衡が行
はれて居るものならば，コロナの物質には大部分電子瓦斯が混じて居るS言＄
事になる。
　　附認一一以上アンB’　一一ソンの論の叫号な紹介しすこが，Uロナ性質に就てに本日未だ
　　定説がないので必ずしも著者の論法が正しいかごうか，今後の観測材料や，もつS
　　深く立ち入つナこ理論的硯究によって，その眞椙がわかろ時が來るのであらう。
◎星 蟹田
　星雲の分布准藪：一F・H・SearesはAstrophysical　Journal　61，　PP．　i　68－
i78，（Ig25）に於て，1909年から1912年の間に・Mt・Wilson　Observatoryの
60－inch　ref正ectorで撮影されテこ星雲の窟眞乾板から得たるFathの研究を更に
吟味して次の結果を得te。
分布：一Nongajlactic　Nebulae　lま銀緯の南北200位の逼りから認められる。30。の
騰りで，急にその撒を櫓し，70。剰りまでは漸次に暦えて行き，銀緯N70。一NgQ。
の間に群がって居る。但しこれに相野すみ南方のS70。一S90。0）邊りについて
は材料が鋏けて居る。
　銀緯0。一S70。に於ける表面李均密度（面積10’×10’毎の星雲の藪）は北方の
　　　　　　　　　　　天交學界最近の研究一星雲　　　　　　　141／r　．　S・・にあたる。銀緯に滑うての分布は複雑しておるが概して北方の銀緯50。一
　　4　220。に沿ふ一一樽に群がっておる。　丁．H．　Reynoldsの研究：三結果が非常によく
　合っておるが，Searesの取り扱つナこ星雲はReyno！dsのよりは遙かに小さく，
　直径．30”以下のものばかりである。上記の事を目示してみるt一　es　一一暦分り易い。
　撒：一矢張り同じ材料から，SearesはAberrationsの影響を考へに入れて，Fath
zoo
吟o
leo
5tt
0）計算（162，000）に補正をして，星雲の総数はN70。一一S70。の間で210，00Cを得
ておる。そして恐らく全天には300，000位の星雲があるだらう＆・つておる。
PerrineやCurtisの計算ミは大分かけはなれて居る様であるがfieldの相違に
あるらしい。
　渦状星雲の形について一：1911年にvon　PahlenがAstron・mische　Nach－
richten　Band　188，250に於てM．33，　M．74及びM．51の研究を登表して，
渦歌星雲の回るものは等角螺線（r・・＝xeconst¢，ここでxは常撒，　rpは位置角）で
ある事をいっておる。更にH．Grootは1925年のMonthly　Notices　vo1．85，．
535に於て，voa　Palllenの考へ方から，渦状星雲のM．51，　H．　V．43，　H．工
199，N．　G．　C．4321，　H，1．84，　M．100，　M．65，　M．　88及びM，81について研究
し殆ん3等角螺線で表はされるSいって居る。一方J．HReynoldsは1925年
のM．N．85，1014で渦歌星雲の腕が等角螺線できまる様な曲線に滑うて居る
t一｢ふ風に断定するにはもつε渦Vl星雲の成生から考へ直さなくてはならぬε
いっておる。そして，これらの星雲の面が天球ε大きな角で交らないもの，堕
ち覗線に殆汐直角な面をもつておる様な六ツの口歌星雲について氏の猫特の結
果を獲表しておる。それによるε琴歌星雲の中心の方からいって，radius　vector
ミtangentミの間の角は50。から70。位の間で，腕の方では，90。から80。位の
間である。多くの場合，同一の星雲では此の位の範園であらうεの事である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（能田思亮）
